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桧 原 藤 継
(昭和57年 8月12日 受付)
良性胸腺腫 5例お よ び悪性胸腺腰 3例 を電顕的に調 べ , 腰痛細胞の微細構造の特徴 を記載した. 胸
腺脛 の腫瘍細胞は原形質内 トノ フ ィ ラ メ ン トと デ ス モ ゾ ー ム 結合 を有 す る上 皮性細網細胞 で あ っ た
. 膿癌
細胞 に は基底膜もみ とめ られ た. リ ン パ 球 は こ れ らの 腰痛細胞間 に さ ま ざまな軽度 に 混在 し て い た. 検索
さ れ た 8例 の胸腺贋の う ち 1例 は多形細胞か ら成 る異型度の 高い 肉腫様 の腫瘍であっ た . 竜顔的に この腰
痛細胞 に は densebody をも つ 筋細線推束 や, ま れ に sa r c oplas mic retic ulu m様配列 をと る滑面小胞体が
み と め られ , 筋肉腰様細胞 へ の 分化が 示唆 され た. 胸腺腫細胞の 異分化 に つ い て若干の 考察 を行っ た.
Key w o rds T hym O m a, Ele ctron micro sc op y, Myoidc ell.
胸腺腰は胸腺固有の 上 皮性細網細胞の腰瘍 で あ る1).
この腫瘍細胞 は しば しば多彩 な細胞配列 や細胞形態を
とり, 組織学的に は他の 腰痛 と鑑別 を要する場合 があ
るが, 電顕的 に は上皮性性格 を示 す原形質内 トノ フ ィ
ラ メ ン トや細胞相互 の デ ス モ ゾ ー ム 結合 を容易 に 確認
す る こ と がで き る1ト 4). 最近, わ れ われ は良性胸腺腰 5
例, 悪 性胸腺腰3例を電顕的に 検索 する こ とが で き た
.
こ のう ち 1例の悪性胸腺腰は多形細胞か ら成 る肉腰様
の腫瘍 で, 電顕的に は少数の トノ フ ィ ラ メ ン トの 他 に
か な り 多く の de n sebody を備 え た 筋細線維束 や,
S a rC Opla smic reticulu m 類似の 滑面小胞体の 配列 をと
る 腰痛細胞の混在を認め た. そ こ で 他の 7例の胸腺腰
細胞 の 微細構造 と比較検討 し, 腫瘍細胞 の 筋肉腰細胞
へ の分化の 可能性に つ い て考察 を行 っ た .
材料 お よ び 方法
本研究に 使用さ れ た 8症例の年齢, 性, 他臓器へ の
浸潤の 有無に つ い て は Table lに 示す 通りである. 光
顕材料は ホ ル マ リ ン 固定, パ ラ フ ィ ン 包理 , 薄切乱
HME, P A S, P T A H, 鍍 銀染色 を行 っ て検鏡した. 電
顕用 の 材料は迅速凍結標本診断に 掟出さ れた腰痛の小
片 を用 い た. 材料は細切後, 2.5 %グル タ ー ル アル デヒ
ド固定液(0.1%カ コ ジル 酸緩衝液 :pH, 7.4) で4
0
C,
1時間固定 し, つ い で 2%オ ス ミ ウム 酸固定液(0.1%
カ コ ジル 酸緩衝液:pH,7.4)で 4
0
C, 1時間後固定後,
アル コ ー ル 系列脱水 , エ ボ ン 812に て包理 した. 各ブ
ロ ッ ク か ら L K Bウル ト ラト ー ム で ダイ ヤモ ン ドナイフ
を用 い て超薄切片を作成 し, ウ ラ ニ ル ･ 鉛2 壷染色を
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8症例の組織学的診断 は A FIP
l)(Ar m ed Forc e s
lnstitute of Patholog y) の 診断基準お よ びそ の 分類 に
従っ て Table l に 記載 し た･ 症例1
～ 5 は混合細胞型
の良性胸腺腰であ っ た･ こ れ ら の 腰痛の
一 部 には 腺様
構造, P A S陽性物質を容れ る小嚢胞や , 紡錘形細胞が
優勢な部位が散見さ れ た(Fig･1)･ 症例 6, 7 は悪性
陶腺腫で, それ ぞれ 肺と心外膜 へ 浸潤 して い た ･ 腰痛
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細胞は中型, 多角型で, 比較的淡明な核網と 1 ～ 2個
の 核小体をもち, 少数の核分裂像が認められた(Fig.2).
症例8 の 腰痛は大型紡錘形細胞 又 は不正 形で広い 原
形質 をもつ 大型異型細胞がびまん性 に増殖 し, 肺お よ
び上 行大動脈外膜 へ 直接浸潤 して い る悪性胸腺腰であ
っ た(Fi払3). 腫瘍 内に は大小の壊死巣が み られ た. 腫
瘍の 周辺部 に は退縮胸腺組織が認め られ た. 部位 に よ
っ て は リ ン パ 球が か な り混在 し, 又, 鎧銀染色で好銀
線椎に つ つ ま れた 上皮性細胞集団 を認 める こ とが で き
た(Fig.4). 細胞内横紋 は認め られ な か っ た . PAS陽
性細胞内額粒が少数の腰痛細胞に み られ た.
Table l. Mate rials u sed in the pr es e nt study a nd their histologic diagn o sis
･Age/Se x Histologic diagn o sis
Inva sio nto
Other o rga n s
Other s
ロ 41/ F Be nign thym o m a, mix ed c elltype 国 CyStic cha nge
田 62/ M Be nign thym o m a, mix ed c elltype 国 micr o cystic cha nge
fo cal 1y spindle c ell
type
3 6()/ F Be nign thym o m a, mix ed c elltype (-)
4 59/M Benign th ymO m a, mix ed c elltype 国
5 71/ M Be nign th ymO m a, miⅩed c elltype 国 micr o cystic cha nge
田 64/ M
M align a nt thym o m a, epithelial c ell
type
(+) micr o cystic cha nge
7 65/ M Malign a nt thym om a, mixed c elltype (+)
fo cally epithelial
C elltype
8 70/ M M align a nt thym o m a (十) ple o m o rphic cells
Table 2. Fin e str u ctu r al cha r a cte ristics oftu m o r c ellsin 8 c a se s ofthym o m a
Fin e str uctu r e s
Des m o som e s
Ton ofila m e nts
Elo ngated c ellpro cesses
M ic r o vi11i
G lyc oge ngr a n ule s
Dilated r･E R
Bas e m e nt m e mbr a n e
M icrofila m e nts with de n s ebody
Sa r c oplasmic r etic ulu m-1ike stru ctu re


















































A bbre viatio n s:
r-E R; r O ugh e ndopla s mic retic ulu m
+ ; O C C aSio n ally pr es e nt
≠ ; fr equ e ntly pr e se nt
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2 . 電顕所見
8症例 の腫瘍細胞 の 微細構造 の特徴 に つ い て は
Table 2 に ま と めて示 した. 症例 1 ～ 7 の胸腺腰 は リ
ンパ 球 の混在 の程度や ト ノ フ ィ ラ メ ン トの 出現頻度に
若干の差 は認 め られ たが , こ れ らの 腫瘍細胞 に は デ ス
モ ゾ ー ム 結合 , 基底膜の 形成 や, 細胞内 トノ フ ィ ラ メ
ン トが認 めら れ, 上皮性細胞 の 特徴 をも つ 腫瘍 で あ る
こ とは 明らか で あ っ た(Fig.5). 細長い 細胞突起 を伸
ばして 互 い に デ ス モ ゾ ー ム 結合を営 む腰痛細胞や , 細
胞 突起の 成人 も し ばしば認 め られ た. 良性胸腺腰 (症
例1 ～ 5) と悪性胸腺腰 (症例6, 7) との 間に は微
細構造の上 で特に 目立 っ た差異は な か っ た . 紡錘形細
胞が優勢な部位に お い て も デ ス モ ゾ ー ム 結合は明瞭で
あ っ た . 微絨毛 は症例 1 と 6に 認め られ た. 組織学的
Fig. 1. M align a nt thym o m a of Cas e6. Pictu re
Sho wing a n a r e a of spindle-Shaped tu m o r c e11s
inte rmingled with a fe w lym pho cyte s. M icr o-
CyStic str u ctu re s a re s e e n(arro w s). H-E stain,
× 150.
Fig. 2. M align a nt thym o m a of Cas e 7. Tu m o r
C ells ha ve v esicula r n u clei withlm ultiple nu cト
e oli･ A mitoticfigure c a nbe s e e n(a rr o w). 汀 E
Stain, ×600.
に 認 め られ た 襲胞 は, 電顕的に は基底膜で墳された疎
な結合組織間質そ の もの で あ る場合と, 腫瘍細胞間の
広 い 細胞間隙 を表わ して い る場合 との 2種類が区別き
れ た (Fig. 6). こ れ ら 7症例の腫瘍細胞 の 一 部にはグ
リ コ ー ゲ ン 額粒, 拡大 し た粗面小胞体や 少数の dense
body をも つ 細線終末が認 めら れ た.
症例 8の 悪 性胸腺腰細胞 は微細構造の上 でも上記7
症例の腫瘍細胞 と か な り 臭 っ て い た . 腫瘍細胞に は明
ら か な デ ス モ ゾ
ー ム はみ られ なか っ た . 粗面小胞体は
よ く発達 し, し ばし ば de n sebody をもつ 筋細線維束が
認め られ た(Fig. 7). ま れ に S a rC Opla s mic reticulu m
様の 滑面小胞体と こ の 問に 随伴す る細線推をもつ 魔癌
細胞が み ら れ た(Fig.8). ト ノ フ ィ ラメ ン トを備えた
腰癌細胞 は極 め て少数で あ っ た (Fig. 9). グリ コ ー ゲ
Fig. 3. M align a nt thym o ma of Case8. T heturn or
is c o mpo s ed of diffu s einfiltr atio n of large ple･
O m O rphic c ells with m a ny lnte r Cellular c on nec･
tiv etiss u efibe r s. H ･E stain, × 150.
Fig. 4. M align a nt thym o m a of Ca s e8. Tum or
cels form c ellgro ups encir cled by r etic ul;u
fibe r s s ug ge stiv e of epitheliaI n atu r e･ Silv e
l
`
im pr egn atio nfor r etic ulin, ×300.
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Fig. 5. Malign ant thym o m a of Ca se7. Tu m o r c ells c o ntain to n ofila m e nts(1a rge a r ro w)a nd c o n-
ta ct e a ch othe r with desm o s o m e s. T he ba s e m ent m e mbr a n e(s m alla rr o w) a nd dilated r o ugh
e ndopla smic r etic ulu m(r-E R)a r e als opr ovided in the m. Note theinte rv e ni glym pho cyte s(1y)
a m o ng the tu m o r c ells. × 5,400.
Fig･ 6･ Benign cystic thym O ma Of Case l･ T he r e ar etw okinds of cyst. On e r epr e se nts lo os e
C O n n eCtiv etis s u e str o m alin ed by the ba se m e nt m e mbr a ne of epithelial retic ulu m c ells (single
aste risk)a nd the other sho w swi dely sepa rated inter ce11ula r spa ce betw e n epithelial c ells
(do uble aste risks)･ A fe w ag gr egate s of mic r ofila m e nts c a nbe s e e nin the periphery(a rr o w).
×5,400.
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Fig. 7. M align ant th ym O m a Of Ca s e8. Pictu r ede mdn strate s apa cked a rra ngement of tu m or
c ells with bu ndles of m yofila m e nts with den s ebodie s(a rr o w s). T here are n odefinite des m o-
s o m alju n ctio n s a m ong the tu m o r c ells. ×9,00.
Fig. 8. M align a nt thym o m a of Ca s e8. Pictu r e
Sho wlng a pe C ulia r ar r a nge m e nt ofs m o oth e ndq
OPlas mic retic ulu m si mi 1arto s a r c oplas mic re-
tic ulu m a nd a ss o ciated microfilam ents in the
bro ad cytopla s m ofthe tu rn O r C ell. × 12,000.
Fig. 9. M align a nt thym om a of Ca se8･ A ttlnlOr
c ellc o ntains tonofila m e nts(a rr o w)cl()S etOthc




ン頼粒も時々集在 して い た が, 明らか な ア ク チ ン線経
とミオ シ ン線稚か ら成る sa r c o m er eは確認され なか っ
た. リ ンパ 球は こ れ らの 腫瘍細胞の 間に 介在 して い た･
考 察
胸腺脛は胸腺の上皮性細網細胞の 腰 痛で あ り, 大部
分の症例 に おい て は上皮性腰痛細胞に リ ン パ 球が さま
ざまな程度に混在 し, 比較的容易 に 診断 しう る も ので
ある
1卜4)
. 腫瘍細胞が 上皮性の 性格 を保有 して い る こと
は電顔的に デ ス モ ゾ ー ム 結合, ト ノ フ ィ ラメ ン ト, 基
底膜の存在に よ っ て確認され て い る
り ~ 4)
. われ われ が検
索した 8症例のう ち症例1
～ 7の 症例の 脛癌細胞は良
性, 悪性に 拘らず上記の 特徴 を十分備 えて お り, 従来
の報告に 一 致して い た1ト刃
症例8 の診断は光顕的に も電顕的に も 難 しか っ た .
光頗的に は
一 見, 多形細胞型横紋筋肉腰又 は悪性線推
性組織球腰に類似 して い た が, 細胞 内横紋は認 め られ
ず, リ ンパ 球の 混在が ある こ とや 腰痛周辺部に 蜂筒状
構造をとる腫瘍細胞群が認め られ た の で 悪性胸腺腰と
診断された. 電頭的に も少数なが ら リ ン パ 球が介在 し
て いる こ とや トノ フ ィ ラメ ン トをも つ 腰痛細胞を同定
する ことが でき た の で本腰痛が胸腺上 皮性細網細胞由
来である と考えら れた . しか しなが ら , この 症例 の腫
癌細胞に は症例1 ～ 7に お い て高頻度に 認 め られ た デ
ス モ ゾ ー ム 結合は明 らか で はな く, トノ フ ィ ラ メ ン ト
も梅めて少な く, さ ら に , 基底膜 も部分的で あ り, 胸
腺膿としての形態学的特徴 を十分備 えて い る腰痛で は
なか っ た
. 注目さ れ る こ と は 多く の 腰痛細胞 に de n s e
body をも つ 筋細線推束が認め られ た こ とで あ る. こ の
ような細線維は Gabbia ni ら(1976)5〉が 指摘 する よう
に, 上皮細胞に おい て も悪 性増殖を営 む場合 に は しば
しば出現 し細胞の 運動 と関連して 合成 され る 収縮蛋白
を表わ して い る の に す ぎ ない の か も知 れ ない . 又 , 他
の症例の胸腺腰細胞 を注意深く観察す る と同様の 細線
経は細胞膜に 近接した 原形質周辺 部に 時々 認め る こ と
ができ た
. 症例8 の 腰痛細胞に は まれ に 細線推 を伴う
Sa rC Opla s mic retic ulu m 様の 配列 をと る滑面小胞体が
認めら れた こ と は興 味あ る所見で ある . Sa r c opla s mic
reticulu m は横紋筋細胞の 一 つ の 特徴で ある. 本腰癌細
胞に この 構造物と類似の 形態 をと る滑面小胞体が存在
する ことは前述の 筋細線維束の 出現 と 合せ て考 えて み
ると, 叫 部の腫瘍細胞が筋肉腰細胞 へ 分化 して い る こ
とを示唆して い るよ う に 思 わ れる.
胎生期の 胸腺に は筋芽細胞が 一 過性 に 認め られ る こ
と帖 や培養胸腺上皮細胞 は横紋筋細胞 に 変わ りう る こ
と8}が 知ら れて い る
.
又 , 極め て まれ で は ある が胸腺に
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横紋筋肉腫が原発 す る こ とが 報告され て い る9)1 0). 従っ
て , 本例 の ような 異型度の高い 悪性胸腺腫に おい て は
その 腰痛細胞が筋肉腰細胞 へ 分化をと げる可能性は十
分考え られ る. 一 般に 横紋筋肉腫細胞と同定 しう る最
も重 要な微細構造 はア クチ ン線経と ミオ シ ン線推か ら
成る Sa r C O m e reで ある1 1〉が,本例に おい ては s a rc o m ere
を確認す る こ と はで き な か っ た . 従っ て , この腰痛 を
横紋筋肉歴と断定す る こと はできない . 1977年 Chopek
ら は原発巣で悪性胸腺腰, 転移巣で s ar c o m ere を備 え
た横紋筋肉腫の症例 を報告し, 胸腺上皮細胞由来の腰
痛が myoidc ellへ 分化しう る こ と を示 した
1之)
. わ れ わ
れ の 症例 に お い て は未だ転移巣は確認され て い な い が
原発巣 に お け る腰 痛細胞 の形態 が C hopek ら の報告
例1 2)と類似 して い る こ とや微細構造上, 筋肉腰細胞 へ の
分化が 示唆 され る 点で 興味深い 腫瘍と考 えられ る .
結 論
良性胸腺腫 5例 , 悪性胸腺腰3例 を光顕的並 び に 電
顔的 に観察 した . 症例 1 ～ 7の 7症例の 腫瘍細胞は定
型的 な胸腺上皮性細網細胞の特徴 を備えて い た. 症例
8 は大型紡錘形細胞又 は多形性細胞か ら成る悪 性胸腺
脛で あ っ た . 電顕 的に こ の 腰痛細胞 に は デス モ ゾ ー ム
結合が認 め られ ず, し ばしば de n sebody をも つ 筋細線
維克と まれに sa r c opla s mic retic ulu m 様の滑面小胞体
が認 めら れ, 本腰癌の 筋肉腰細胞 へ の 異分化が 示 唆さ
れ た.
文 献
1) Ros ai, J. & Le virLe, G. I). : Tu m o rs of the
thym u s, Atla s oftu m o rpatholog y,2nds eries, p34-
130. A FI P, W a shingto n, D. C. , 1976.
2) Ka m eya, T. & Watanabe , Y. : Electr o n
micr o s c opI C Obs e rv atio n s o nhu m a nthym u s a nd
thym o m a. Acta Pathol. Jpn ., 15, 223N246(1965).
3) Levin e, G. D . & Be n sch, K. G. : Epithelial
n ature of spindle-C ell thym o rn a. An ultra-
Str u Ctu r alstudy. Ca n c e r, 30, 500-511(1972).
4) Pa sc o e, R. H . & M in e r, S. M . : An ultr a-
Str u Ctu r alstudy ofninethym o m a s. Ca n c er,37,317
-326(1976).
5) Gabbiani, G. , Cs a nk - Br a s se rt, J. , Schn e e･
be rger, J - C. , Eapa n ci, Y. , Tr e n che v, P. &
Holbo r o w, J. E. : Co ntr a ctile pr otein sin hu m a n
C a n C er C e11s. Im mun ofluorsc ent a nd ele ctro n
micr o s c opic study. Am e r. J. Pathol. , 83, 457-474
(1976).
612 中西 ･ 勝 田 ･ 森泉 ･ 大井 ･ 松原
6) He n ry, K. : M u cin se c r etion a nd striated
m u scle inthe hu m a nthym u s. La n cet, Ⅰ. 183
- 185
(1966).
7) Va n dc Velde, R. IJ. & F riedm a rL, N ･ B･ :
T hymic myoid c e11s a nd m ya sthe nia gr a vis. Am e r･
J. Patbol., 59, 347- 368(1970).




& Feldm a n, M . : Striated m u s clefibe rsdiffe re n･
tiate in m o n olaye r c ultu r es of adult thym u s reti･
C ulu m. Natu re,256, 493
- 494(1975).
9) FriedrrLa rL, N . B. : Tu m o r s ofthe thym u s. J.
T ho r a c. Ca rdio v a sc. Surg. , 53, 163
- 182(1976).
10) Hcn ry, E . : An u n u s u althymic tu m o rwith a
Striated m u scle (m yoid) c o mponent(with a brief
r evie w ofthelite r atu re o n myoidc e11s). Brit.J. Dis.
C he st, 66, 291
- 299(1972).
11) Ta xy, J. B. & Battifor a, H , : T he electro n
mic r o s copein the study a nd diagn o sis ofs ofttiss ue
tu m ors, p 97
- 174. In B ･ F･ Tru mp & R. T .Jo n es
(ed.), Diagn o stic ele ctron micr o s cop y, Vol. 3,John
W iley & Sons,In c. , Ne w Yo rk, 1980.
12) Cbopek, M . W ., Ro sai, J･ & Le Yin e, G. D.:






") differ e ntiatio n :Repo rt of a c ase
a nd r e vie w ofthelite rature . Lab. In v est. ,36,333
(1977).
An utrastru Ctu reOf ThymO m a- A Co mpa ntiveStudy of EightCase$ IsaoNakanishL
Shogo Katsuda, Tetslカi Moriiz u mi, A kishi Ooi, Departm entof Patholog y(Ⅰ), Schoolof Medicine,
Kan aza w aUniversity, Kan a za w a, Fujitsugu Matsubara, Central Clinical Labo ratory, Kanazaw
uliversity Hospital, Kan az aw a,92 0- J. Ju ze nMed. So c. , 91, 60 6
- 61 2(1982)
馳y wo rds:Thym o m a, Electro n microsc opy, Myoidcell
A bs仕a ct
Five c a s es of be nign thym o m a a nd thre e c ases of m align a nt thym o m a w e reex a min ed by
ele ctr o nmicr oscop y, a nd ultr astru Cturalfe atures of t he tu m o r c ells w e redesc ribed･ T hetum or
cells of thym om a w ere epit hehal in origin a nd w e r e chara Cteriz ed by the pre se n c es ofcyto
･
pla smic ton ofila m e nts a nd desm oso m al c enju n ctio n s. T he ba s e m e nt m e mbr a n eof thetu m o r
cells w as also obse rv ed . Lym phocyte sw e r e mor e orle s inte r mingled in the setu m o r cells･ T her e
w as a n u nusual ca s e of m a止gnant t hym o m ain o u r s e ri s. Itw a s c o mpo sed of ple o m orphic
tum o r c ells which c ontained bu ndles of intra cytoplasmic mic r ofnam ents with den s ebodies and
o cca sio nal s arc opla$mic re ticulu m
-1ike struCtu re Sin t he bro ad cytopla s m sugge stiv eof myo･
s arc om atou sd iffe rentiatio n. B rief dis c u ssion w as m ade on tu m o r cell dysdiffe r e ntiation in
thym o ma･
